
おくばの

事業箇所図

県道蔵持霧生線

事業説明

国道368号と名張市斎場及び滝之原工業団地を結ぶ生活道
路、産業道路であり、伊賀市高尾、霧生方面から国道368号へ
通じるアクセス道路である。
一部未改良区間（約Ｌ＝200ｍ）において道路の幅員が狭く、
車両の通行に支障をきたしていましたが、バイパスによる道路改良
工事が完了し、令和4年9月30日に供用開始となりました。

未改良区間（起点から終点を望む） 幅員狭小区間
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:
： 県道名張青山線

： 広域農道

： 供用開始区間

出典：地理院地図（国土地理院）を使用


